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【手続補正書】
【提出日】平成29年9月7日(2017.9.7)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　音を発生するマイクロ電気機械装置において：
　移動エレメントのアレイであって、各々の移動エレメントが少なくとも一つの圧電部材
に関連する少なくとも一つの屈曲部によって機械的サポートに接続されており、前記少な
くとも一つの圧電部材が当該圧電部材に印加された電場によって変形するように作用し、
これによって、前記圧電部材が接続されている屈曲部がたわむ、移動エレメントアレイと
；
　電極群を具え、受動マトリックスアドレッシングを形成する電気配線であって、当該電
極群の各電極が前記圧電部材の少なくとも一つに接続されており、前記電気配線が、異な
る圧電部材に異なる電場シーケンスを同時に伝送することができ、これによって、音を作
る前記アレイの移動エレメントの動きを制御可能に誘発する、電気配線と；
　対応する屈曲部と圧電部材を介して駆動されるときに、前記移動エレメントの各々の最
大移動距離を維持する動き制限機構であって、前記動き制限機構が、前記移動エレメント
の各々に関連する機械的ストッパのアレイを具え、複数の前記移動エレメントが、それぞ
れの軸に沿って交替で前後に移動するように制約されて作動し、前記各移動エレメントに
接続された前記各圧電部材に印加した電場がしきい値を超えた場合に、前記機械的ストッ
パに対して保持される、動き制限機構と；
　デジタル入力信号を処理し、この処理結果に基づいて、前記移動エレメントの少なくと
も二つに関連する複数の圧電部材の各々に対する電場シーケンスの印加を制御するように
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作動するコントローラと；
を具えることを特徴とするマイクロ電気機械装置。
【請求項２】
　請求項１に記載のマイクロ電気機械装置において、前記複数の移動エレメントの各々に
接続した前記屈曲部の少なくとも一つについて、当該屈曲部が、圧電材料を備え、当該屈
曲部の少なくとも一部が、前記屈曲部に関連する前記少なくとも一の圧電部材を構成して
いることを特徴とするマイクロ電気機械装置。
【請求項３】
　請求項２に記載のマイクロ電気機械装置において、前記複数の移動エレメントが、前記
圧電材料でできていることを特徴とするマイクロ電気機械装置。
【請求項４】
　請求項１に記載のマイクロ電気機械装置において、前記複数の移動部材の各々に接続さ
れた前記屈曲部の少なくとも一つにおいて、当該屈曲部の少なくとも一部が導電材料でで
きており、前記屈曲部に関連する前記圧電部材に接続された電極の少なくとも一部を構成
していることを特徴とするマイクロ電気機械装置。
【請求項５】
　マイクロ電気機械装置によって音を発生する方法において：
　異なる屈曲部に関連する異なる圧電部材に異なる電場シーケンスを、受動マトリックス
アドレッシングを形成する電気配線にわたって同時に伝送するステップであり、これによ
って、前記マイクロ電気機械装置の異なる移動エレメントの動きを制御可能に誘発し、前
記各移動エレメントが機械的サポートに前記屈曲部の少なくとも一つによって接続されて
いる、ステップと；
　機械的ストッパによって、前記移動エレメントについて最大移動距離に達した各移動エ
レメントの動きを停止させるステップであって、前記移動エレメントに接続された各圧電
部材に印加した電場がしきい値を超えた場合に、前記移動エレメントを前記機械的ストッ
パに対して保持することを含むステップと；
を具えることを特徴とする方法。
【請求項６】
　請求項５に記載の方法が更に、デジタル入力信号を処理するステップと、この処理の結
果に基づいて複数の電場シーケンスを生成するステップと、前記移動エレメントの少なく
とも二つに関連する圧電部材への前記複数の電場シーケンスのうちの異なる電場シーケン
スの印加を制御するステップと、を具えることを特徴とする方法。
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